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更新の必要性

土→草→牛と昔から言われていますが，自給飼料

を基盤とした飼養管理，環境に配慮した経営が今ほ

ど注目されている時代はありません。牛のためには

良いサイレージ，乾草が必要であり，そのためには

しっかりとした施肥管理が必要であります。土作り

の基本は，適度な堆厩肥の施用と十分なカルシウ

ム，マグネシウムの補給，不足するチッソ，リン

酸，カリの施肥であります。

しかし，造成時に除草剤を利用していない草地で

は地下茎型の雑草の侵入が甚だしく，適度に施肥し

ても十分な収量が得られないためにスラリーの多施

用となり，サイレージのカリ過剰，酪酸発酵，アン

モニア態チッソ過剰など通常では考えられない品質

になってしまいます（表１）。

その傾向は代表的な地下茎型雑草であるシバムギ

優占草地から収穫した原料を利用した時に顕著であ

ります。

平成１６年，１７年と農家さんの草地から，同一箇所

に生育するチモシー，シバムギ，リードカナリーグ

ラスをサンプリングして分析しました。その結果を

図１～４に示しました（平成１７年の分析値は１６年と

同様な傾向であったために１６年の成績のみを示し

た）。

堆肥・スラリーの多施用は，たんぱく質，カリ含

量を高め，水溶性炭水化物（ＷＳＣ，図４）を少な

くすることが分かります。草種別ではシバムギが堆

厩肥多投によりその傾向が強く，驚くことに硝酸態

チッソ含量も高いことがわかりました。

マメ科が少ない草地にもかかわらず，蛋白含量が

極めて高い時には，シバムギが優占している可能性

が高いので要注意です。そしてこのような草地では

堆肥・スラリーが十分に施用されているにもかかわ

らず化学肥料を減肥すると低収になり，なかなか経

費節減につながりません。

そして，シバムギの最大の欠点は嗜好性が劣るこ

とであります。

表１ 分析例（グラスサイレージ）

区分 成分 単位 Ａ牧場 Ｂ牧場

栄養区分

水分 ％ ６８．０ ７７．９
粗蛋白質 %／DM １２．５ １４．４
ADF %／DM ４０．６ ４８．６
OCW %／DM ６４．４ ７１．２
TDN %／DM ５５．６ ４５．６
Ca %／DM ０．６９ １．４５
P %／DM ０．２５ ０．４５
K %／DM ２．５０ ４．２０

酸 組 成

総酸 ％／現物 １．９０ ３．０５
乳酸 ％／現物 １．５５ ０．４１

プロピオン酸 ％／現物 ０．０１ ０．１６
酢酸 ％／現物 ０．２３ ０．３８
酪酸 ％／現物 ０．１１ １．４８

VBN／TN ％ ９．３ ５６．２
V－スコア ８２ ７

（藤本：目で見る飼料作物のすべて）

第５４巻第６号（通巻６２２号）

牧草と園芸／平成１８年（２００６）１１月号 目次
□新発売 雪印の代用乳 ………………………………………………………表２
□除草剤を利用した簡易更新技術の紹介［高山 光男，龍前 直紀］ …１
■トウモロコシのサイレージ調製における留意点［大下 友子］ ………７
□イオンバランスを知って乳牛を健康に飼おう［石田 聡一］ …………１１
□おかげさまで２０年 技術研究所のご紹介 …………………………………表３
□家畜排せつ物法対応シート …………………………………………………表４

日高山脈冠雪の秋景色
（清水町）

牧草と園芸 第５４巻第６号（２００６年）

１

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／雪印種苗／牧草と園芸／１１月号／�　００１‐００６　除草剤を利用した～  2006.10.16 16.06.43  Pag



100

125

115

100

109

101

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

ﾁﾓｼｰ� ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ� ﾁﾓｼー � ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ�

多� 少�

堆肥・ｽﾗﾘｰの多少と草種(図中の数値はﾁﾓｼー 対比）�

含
量
(%
)

101
109

100

109
1 00

115
125

100

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

ﾁﾓｼー � ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ� ﾁﾓｼー � ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ�

多� 少�

堆肥・ｽﾗﾘｰの多少と草種(図中の数値はﾁﾓｼー 対比）�

含
量
(%
)

100

950

463

49

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

ﾁﾓｼｰ� ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ� ﾁﾓｼｰ� ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ�

多� 少�

堆肥・ｽﾗﾘｰの多少と草種（図中の数値はﾁﾓｼｰ対比)

含
量
(%
)

100 122100 122

66

109

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

ﾁﾓｼｰ� ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ� ﾁﾓｼー � ｼﾊﾞﾑｷﾞ� ﾘｰﾄﾞ�

多� 少�

堆肥・ｽﾗﾘｰの多少と草種（図中の数値はﾁﾓｼｰ対比)

含
量
(%
)

75

109
100

100

75

109
100

100

専用播種機を利用した簡易更新

シバムギ等の雑草が優占した草地は，更新しなけ

ればなかなかいいサイレージを調製できません。完

全更新が基本でありますが，より簡易に更新する方

法が専用播種機を利用した簡易更新であります。

この方法は，１番草又は２番草を収穫後，シバム

ギ，リードカナリーグラスが２０～３０cm程度に生育

してからラウンドアップハイロードを散布し，完全

に枯れあがってから（１０日～１４日後），施肥後に専

用播種機で播種する方法であります。

平成１７，１８年に行った簡易更新の事例を以下に紹

介します。

（事例１，写真１～３，表２）

別海町において１番草を平成１７年６月３０日収穫，

その後７月２８日にラウンドアップハイロードを７�
／ha散布，BB１２２を４００kg／ha施肥後にホライズン２０

kgとケレス７kg，リベンデル２kg／haを８月１６日に

播種した。この圃場は造成後の年数が判明しないほ

ど古い草地で，ルートマットとサッチがかなり厚い

草地である。播種機はルートマットの下の土に種子

が届くくらいまで深く設定した。浅すぎると旱魃で

発芽不良になるので注意が必要である。

図１ 草種別粗蛋白含量

図２ 草種別K含量

図３ 硝酸態チッソ含量

写真１，事例１：播種後同年１０月１７日の状況
（新播草地と変わらない生育，左ブレド，右シードマチック）

図４ ＷＳＣ含量

写真２，事例１：早春平成１８年５月２２日の状況
（早春にスラリー施用：完全更新でないためにわだちができに
くく，当年秋からスラリーを施用できる）
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（事例２，写真４～７，表２）

阿寒町において，平成１７年８月１８日に２番草収

穫，その後８月２７日に除草剤を散布，９月１１日に播

種した。除草剤，播種組み合わせなどは事例１と同

様である。この草地は更新後５年程度と比較的新し

い草地であるがシバムギが優占した草地である。本

年は冬枯れもなく良好であった。

播種時期が遅かったが，アルファルファ「ケレ

ス」も越冬しており，冠部被度は３０％程度と良好な

植生になった。また，シバムギの再生草丈が１０～２０

cmと低く除草剤の効果がやや不安であったが現在

のところは良好に経過している。

本年は７月下旬から気温が高く推移したために

表２ 事例１の２年目の牧草収量成績（kg／１０a）

処 理 １番草 ２番草 合 計

無処理 ２６８ １２２ ３９０（１００）

ブレド区 ４６４ ３６４ ８２８（２１２）

シードマチック区 ４８２ ２５５ ７３７（１８９）

表３ 事例２の２年目牧草収量成績（kg／１０a）

処 理 １番草 ２番草 合 計

無処理 １７３ ２００ ３７３（１００）

ブレド区 ４４５ ５０２ ９４７（２５４）

写真３，事例１：１番草収穫前平成１８年６月２０日の状況
（中央右はブレド区，左がシードマチック区） 写真５，事例２：早春平成１８年５月２３日の状況

（新播草地のような状態，やや生育が緩慢なので，もう少し多
目の施肥が必要と思われる）

写真６，事例２：平成１８年１番草６月２０日の状況

写真７，事例２：２番草８月１０日
（アルファルファ「ケレス」が良好に生育）

写真４，事例２：同年１０月１８日の状況
（やや生育が不良であったために，固液分離の液を薄く散布）
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写真７に示すようにアルファルファ「ケレス」の生

育が旺盛になった。この地域で何年維持できるのか

が興味もたれるが，アカクローバの代わりに混播し

ている事を考慮すると最低でも３年は３０％程度の被

度を維持したいところである。

また，２番草時点からギシギシの生育が目立ち始

めたため，今秋より除草剤の散布を検討している。

（事例３，写真８～１２）

浦河町において，日高農業改良普及センター日高

東部支所の淺石さんが取り組んだ例であります。８

月上旬に２番草収穫，その後，雑草が２０～３０cmに

生育した８月２５日にグリホサート液剤を５００～７５０cc

／１０a程度散布し，９月１２日に播種した。播種後に一

部をローラーで鎮圧したが，発芽が遅れた。

翌年の牧草の生育は良好であり，２番草時点にお

いてもシバムギの再生はわずかであった。

表４ 事例３の２年目牧草収量成績（kg／１０a）

処 理 １番草 ２番草 合 計

無処理 ３５０ ２７ ３７７（１００）

ブレド区 ５６２ ２６９ ７９５（２１１）

写真１０，事例３：平成１８年６月２日
（１番草生育状況，やや肥料不足）

写真１１，事例３：平成１８年６月２日
（隣接する無処理草地，メドーフォックステールが目立つ）

写真８，事例３：播種時点９月１２日

写真１２，事例３：平成１８年９月２６日
（良好な生育状態の２番草）

写真９，事例３：１０月１９日
（良好に発芽した状態）
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（事例４，写真１３，１４）

稚内市において平成１８年に行った。客土したため

か比較的基盤の安定した泥炭土壌であった。１番草

を６月１８日に収穫，リードカナリーグラスが５０cm

に再生した７月２０日にラウンドアップハイロードを

散布後，８月７日に３機種の追播機を利用して播種

した。リードカナリーグラスの再生は速く，草丈が

延びすぎていたために播種時の枯れ草が多く，播種

前に圃場から搬出した。

地盤がしっかりしていたためにスムーズに発芽す

るかと思われたが，９月１日（写真１３）に圃場を確認

したところ，機種に関係なく発芽が極めて不良で

あった。そのため９月２日に再度播種した。写真１４

に示すように，９月１２日時点では発芽が良好であっ

た。

（事例５，写真１５，１６）

豊富町の典型的な泥炭草地である。１番草を６月

１８日に収穫，リードカナリーグラスが５０cmに再生

した７月２０日にラウンドアップハイロードを散布，

８月８日に２機種の追播機を利用して播種した。播

種時点のリードカナリーグラスの枯れ草が多かった

が，圃場から搬出することなく播種した。

枯れ草が多かったために播種当初から発芽が心配

され，播種後９月１日（写真１５）に圃場を確認した

が，２機種共に発芽が極めて不良であったために９

月２日に再度播種した。その後９月１２日（写真１６）

時点では発芽が良好であった。

写真１３，事例４：平成１８年９月１日
（極めて発芽が不良）

写真１５，事例５：平成１８年９月１日
（ほとんど発芽が認められない）

写真１４，事例４：平成１８年９月１２日
（播き直し後，良好な発芽状態）

写真１６，事例５：平成１８年９月１２日
（播き直し後，良好な発芽状態）
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簡易更新の注意事項

この技術は，表層の極めて浅いところに播種する

ために十分な降水量が期待できない時期の播種は避

けたほうが良い。特に今年のように高温時の播種は

避け，８月下旬から９月上旬の播種が適している。

また，今年新たに試作した泥炭土では，有機物が極

めて多く乾燥しやすいためにその傾向が強い。

播種の深さは機種によって異なると思われるが概

ね３～５cm程度で，深いほど鎮圧すると播種溝が

ふさがり発芽が不良になるようである。特にチモ

シーは種子が小さいためにその傾向が強い。

発芽後は，完全更新と比較すると生育が遅いため

に播種当年秋の追肥，翌年春の追肥は多目がよさそ

うである。

表層を撹拌しないために，ギシギシの発生は完全

更新より少ないが，それでも晩秋から目立ち始める

ため，播種翌年の２番草以降の時点で対策を講じる

必要がある。

混播に適するマメ科はハーモニーの薬害が軽微な

アルファルファが適しており，その中でも永続性に

優れる「ケレス」が適する。

新たな試み

紹介した５例の技術は播種時期が限られるために

播種時期の拡大を目的に，２番草収穫後に除草剤を

散布し，１１月１５日にフロストシーディングを長沼に

おいて試みました。

４月１９日には２cm程度の発芽，同月２８日には条

状に生育が確認されました。写真１８は５月２９日の生

育状況であります。

終わりに

原料草が不良であれば，出来上がるサイレージの

品質も限界があります。老朽化草地は完全更新を行

い，比較的新しい草地は今回紹介した簡易更新を検

討してみてはいかがでしょうか。

また，減産型生産調整を乗り切るには，土・草・

牛の循環を再度見直し，良質な粗飼料生産が必要で

す。今一度，草地に立って足元を見つめなおして下

さい。

写真１８，平成１８年５月２９日
（早春の発芽状況，１番草は生育が緩慢なため肥料は多めがよい）

写真１９，平成１８年９月２０日
（２番草の生育状況）

写真１７，播種時の様子（平成１７年１１月１５日）
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